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書
道
や
短
歌
な
ど
の
文
化
活
動

書
道
や
短
歌
な
ど
の
文
化
活
動

な
ど
の
文
化
活
動

書
道
や
短
歌

秋
津
書
道
会

「
自
分
の
思
い
を
書
く
」
こ
と
を
通
し

て
純
粋
倫
理
の
学
び
を
深
め
、
生
活
の

浄
化
と
倫
理
普
及
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
世
代
を
つ
な
ぎ
家
族
の
絆
を
深
め

る
「
家
族
書
道
教
室
」
の
開
催
と
、「
初

め
て
の
書
道
教
室
」
な
ど
を
開
催
し
て
、

会
員
に
限
ら
ず
広
く
参
加
者
を
募
り
活

動
の
活
発
化
に
着
実
な
成
果
を
上
げ
ま

し
た
。

会
場
数

2
4
9
支
苑

月
刊
誌
『
秋
津
書
道
』

年
間
出
品
者
総
数

2
万
9
8
2
3
名

し
き
な
み
短
歌
会

短
歌
づ
く
り
を
通
し
て
純
粋
倫
理
の

学
び
を
深
め
、
生
活
の
浄
化
と
個
性
の
発

揚
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、倫
理
普
及
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
世
代
を
つ
な
ぎ
家
族

の
絆
を
深
め
る
「
家
族
短
歌
教
室
」
や
、

地
域
の
小
中
学
校
に
お
け
る「
短
歌
教
室
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、「
初
め
て
の
短
歌
教

室
」
な
ど
の
開
催
を
通
し
て
、
地
域
の

教
育
力
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。

会
場
数

3
3
5
支
苑

月
刊
誌
『
し
き
な
み
』

年
間
出
詠
者
総
数

6
万
3
0
0
5
名
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富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
富
士
高
原
研

修
所
に
お
い
て
、
家
庭
倫
理
の
会
の
会
員

を
対
象
と
し
た
﹁
生
活
倫
理
セ
ミ
ナ
ー
﹂、

倫
理
法
人
会
の
会
員
企
業
の
経
営
者
や

社
員
を
対
象
と
し
た
﹁
企
業
倫
理
セ
ミ

ナ
ー
﹂、
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し

た
﹁
小
学
生
親
子
セ
ミ
ナ
ー
﹂
な
ど
、
各

種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
4

年
度
は
3
2
3
3
名
の
受
講
生
が
純
粋
倫

理
の
学
び
を
深
め
、
実
践
力
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

小
学
生
親
子
セ
ミ
ナ
ー

小
学
生
は
「
や
れ
ば
で
き
る
」、
保
護

者
は
「
こ
ど
も
を
信
じ
る
」
を
テ
ー
マ
に

学
習
し
ま
し
た
。
林
業
体
験
（
木
こ
り
体

験
）
を
は
じ
め
、
親
子
で
学
ぶ
ボ
デ
ィ
ー

ワ
ー
ク
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
伸
び
伸
び
と
過

ご
し
な
が
ら
自
立
心
や
協
調
性
を
養
う
実

習
を
行
な
い
ま
し
た
。

（
令
和
4
年
８
月
開
催
）

参
加
者
数
（
６
組
）
２
0
9
名

中
学
生
・
高
校
生
セ
ミ
ナ
ー

中
学
生
と
高
校
生
を
対
象
に
、
富
士
宝

永
登
山
や
ボ
デ
ィ
ー
ワ
ー
ク
、
創
作
発
表

会
な
ど
を
通
し
て
、
日
常
実
践
の
学
び
や

恩
意
識
の
涵
養
を
図
り
、協
力
し
あ
う
心

な
ど
を
体
験
的
に
学
習
し
ま
し
た
。

（
令
和
4
年
７
月
開
催
）

参
加
者
数

50
名
（
中
学
生
36
・
高
校
生
14
）

倫
理
を
学
ぶ
多
彩
な
セ
ミ
ナ
ー

富士高原研修所では、倫理の学びを肌で感じながら、実践力を高めていく
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家
庭
教
育
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

生
活
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

「
わ
が
い
の
ち
の
ふ
る
さ
と
に
向
き
合

う
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
課
題
に
向
き
合

う
講
座
を
は
じ
め
、「
ま
ご
こ
ろ
実
践
５
」

や
「
短
歌
で
交
流
」
な
ど
こ
れ
ま
で
以
上

の
彩
色
を
施
し
た
講
座
・
実
習
を
展
開
し

ま
し
た
。

参
加
者
数
（
８
組
）
6
6
5
名

企
業
教
育
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

経
営
者
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

倫
理
実
践
力
の
向
上
を
ね
ら
う「
ま
ご

こ
ろ
実
践
13
」の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
自

己
客
観
力
を
養
う
と
と
も
に
、
事
業
体
験

の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
か
ら
倫
理
経
営
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
倫
理
を
体
感
す
る

講
座
・
実
習
で
実
践
力
を
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
実
践

力
を
高
め
ま
し
た
。

参
加
者
数
（
13
組
）
9
9
3
名

社
員
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

幹
部
社
員
・
一
般
社
員
を
対
象
に
、
自

社
に
お
け
る
「
活
力
朝
礼
」
の
積
極
的
な

活
用
法
や
、
日
常
業
務
の
改
善
・
向
上
の

原
動
力
と
な
る
恩
意
識
の
深
化
を
主
軸
に

講
座
と
実
習
を
展
開
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
（
６
組
）
1
2
5
名

新
入
社
員
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

社
会
人
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
た

め
に
、参
加
者
は
挨
拶
や
後
始
末
な
ど
の

日
常
生
活
で
の
基
本
動
作
を
体
得
し
ま
し

た
。
ま
た
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
向
上
を
体
感

す
る
講
義
・
実
習
な
ど
を
通
し
て
、
参
加

者
の
活
力
を
引
き
出
す
と
と
も
に
学
生

気
分
の
一
掃
を
図
り
ま
し
た
。

参
加
者
数
（
4
組
）
1
3
4
名

自
主
企
画
セ
ミ
ナ
ー

都
道
府
県
倫
理
法
人
会
、
単
位
倫
理
法

人
会
の
役
職
者
や
、1
社
単
位
な
ど
、
多

方
面
の
団
体
が
単
独
で
企
画
・
実
施
で
き

る
セ
ミ
ナ
ー
を
７
組
開
催
し
ま
し
た
。い

ず
れ
も
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
な
い
、

目
的
に
応
じ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
（
6
組
）
2
7
9
名

特
別
セ
ミ
ナ
ー

丸
山
敏
雄
と
そ
の
時
代（
含
天
和
開

催
）創

立
70
周
年
お
よ
び
創
始
者
生
誕

1
2
0
年
を
記
念
し
て
制
作
し
た
映
像
全

８
章
の
鑑
賞
と
解
説
を
メ
イ
ン
に
、
倫
理

運
動
の
草
創
期
と
そ
の
時
代
背
景
を
史
実

に
基
づ
き
学
習
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
（
5
組
）
3
1
1
名

愛
和
の
み
そ
ぎ
セ
ミ
ナ
ー

　
心
身
を
浄
化
し
、
世
の
中
に
貢
献
す

る
方
途
を
探
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

た
セ
ミ
ナ
ー
で
、
参
加
者
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

コ
ー
ス
を
受
講
し
た
方
に
限
定
し
て
開
催

し
ま
し
た
。
実
習
を
通
し
て
、
自
然
を
受

容
し
感
謝
の
心
で
「
人
・
物
・
自
然
に
接

す
る
意
識
」を
見
つ
め
直
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
（
3
組
）
84
名

そ
の
他
の
セ
ミ
ナ
ー

生
活
倫
理
相
談
士
セ
ミ
ナ
ー

令
和
4
年
度
は
9
組
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、生
涯
局
が
主
催
と
な
り
全
国
各
地
で

開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
（
全
国
18
カ
所
）
5
3
0
名
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出
版
物
の
刊
行

定
期
刊
行
物

月
刊
誌

﹃
新
世
﹄

生
涯
学
習
総
合
誌
と
し
て
、
夫
婦
、
親

子
、
嫁
姑
、
職
場
の
人
間
関
係
を
円
滑
に

し
、
よ
り
良
く
生
き
る
ヒ
ン
ト
と
な
る
記

事
を
掲
載
。
各
世
代
の
読
者
層
に
純
粋
倫

理
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

丸
山
敏
秋
理
事
長
の
巻
頭
論
文
「
新
世

言
」、
研
究
員
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
等
の
レ

ギ
ュ
ラ
ー
記
事
の
ほ
か
、毎
号
の
「
特
集
」

で
は
、社
会
の
時
流
に
添
っ
た
テ
ー
マ
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。「
実
践
の
軌
跡
」で
は
、

主
に
子
育
て
、
夫
婦
関
係
の
改
善
、
倫
理

経
営
に
即
し
た
手
記
を
掲
載
し
、
実
践
の

ポ
イ
ン
ト
を
加
え
ま
し
た
。

通
　
巻

8
8
8
号
~
8
9
9
号

発
行
部
数

1
2
4
万
6
6
0
0
部

﹃
倫
理
﹄

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
、

倫
理
文
化
の
専
門
的
研
究
に
関
す
る
諸
論

考
を
掲
載
し
ま
し
た
。（
関
連
記
事
13
頁
）

通
　
巻

8
2
5
号
~
8
3
6
号

発
行
部
数

6
万
9
0
0
部

『
倫
理
研
究
所
紀
要
』（
年
刊
誌
）

純
粋
倫
理
の
基
礎
的
・
専
門
的
研
究
、

倫
理
文
化
に
関
す
る
専
門
的
研
究
な
ど
、

多
様
な
研
究
成
果
を
発
信
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
13
頁
）

通
　
巻

第
31
号

発
行
部
数

1
2
8
0
部

﹃
職
場
の
教
養
﹄

多
岐
に
わ
た
る
話
題
・
事
例
を
題
材
と

し
て
、
職
場
人
と
し
て
の
行
動
指
針
を
提

供
し
ま
し
た
。
朝
礼
で
の
活
用
を
通
じ
て

自
己
を
見
つ
め
直
し
、
職
場
や
家
庭
で
実

行
で
き
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
い
文
章
表

現
に
留
意
し
ま
し
た
。

通
　
巻

5
4
9
号
~
5
6
0
号

発
行
部
数

2
3
0
2
万
部

﹃
秋
津
書
道
﹄

「
秋
津
書
道
会
」の
創
設
者
・
丸
山
敏
雄

の
書
を
学
ぶ
会
員
の
相
互
研
鑚
の
場
と
し

て
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
各
々
の
書

境
向
上
に
資
す
る
課
題
の
提
供
に
努
め
ま

し
た
。

通
　
巻

8
2
4
号
~
8
3
5
号

発
行
部
数

6
万
2
9
5
0
部

﹃
し
き
な
み
﹄

短
歌
を
通
し
て
純
粋
倫
理
の
体
得
を
め

ざ
す
会
員
の
毎
月
の
作
品
発
表
の
場
と
し

て
、
出
詠
者
数
日
本
一
の
短
歌
誌
の
名
に

恥
じ
ぬ
よ
う
、
内
容
の
充
実
を
図
り
ま
し

た
。

通
　
巻

9
0
6
号
~
9
1
7
号

発
行
部
数

8
万
3
2
0
0
部

倫
理
運
動
の
普
及
推
進
に
資
す
る
出
版
物
の
刊
行
を

各
部
門
と
連
携
し
て
行
な
い
ま
し
た
。
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隔
月
刊
誌

﹃
倫
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹄

倫
理
法
人
会
の
情
報
誌
と
し
て
、
倫
理

経
営
の
要
点
や
法
人
局
研
究
員
に
よ
る
連

載
を
掲
載
し
、
会
員
各
位
が
事
業
経
営
お

よ
び
倫
理
法
人
会
活
動
に
お
い
て
高
い
意

識
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
活
力
あ
る
誌
面

構
成
に
努
め
ま
し
た
。

通
　
巻

1
5
2
号
~
１
5
7
号

発
行
部
数

57
万
3
0
0
0
部

月
刊
紙

﹃
倫
研
新
報
﹄

倫
理
研
究
所
の
主
要
事
業
・
行
事
お

よ
び
、
全
国
の
家
庭
倫
理
の
会
、
倫
理
法

人
会
、
海
外
普
及
活
動
な
ど
の
報
告
記
事

を
掲
載
。
主
な
記
事
と
し
て
は
、「
子
育
て

セ
ミ
ナ
ー
」を
は
じ
め
家
庭
倫
理
の
会
設

立
、
シ
ニ
ア
発
表
会
、
青
年
活
動
な
ど
各

地
の
家
庭
倫
理
の
会
の
諸
活
動
や
、「
倫

理
経
営
講
演
会
」
を
は
じ
め
と
し
た
、
倫

理
法
人
会
の
設
立
、
開
設
式
典
、
周
年
行

事
、
年
度
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
、
各
地
で
行
な
わ
れ
た
倫
理
法
人
会

の
諸
活
動
を
紹
介
。対
外
活
動
と
し
て
は
、

「
第
17
回
し
き
な
み
子
供
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
式
」「
第
25
回
地
球
倫
理
推
進
賞

贈
呈
式
」
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

通
　
巻

7
7
1
号
~
7
8
2
号

発
行
部
数

1
4
1
万
6
9
0
0
部

書
籍

﹃
わ
く
わ
く
子
育
て
親
育
ち
﹄

倫
理
研
究
所
編

倫
理
研
究
所
の
研
究
員
が
、
し
つ
け
、

夫
婦
の
役
割
、
自
立
に
向
け
た
親
の
心
構

え
等
の
ポ
イ
ン
ト
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え

な
が
ら
解
説
し
た
一
冊
で
す
。

﹃
至
心
に
生
き
る
﹄

丸
山
敏
秋
著

倫
理
運
動
の
創
始
者
・
丸
山
敏
雄
が
人

生
の
真
理
に
開
眼
し
、「
純
粋
倫
理
」
と

称
し
て
世
に
問
う
ま
で
に
は
、
実
に
多
く

の
人
と
の
出
会
い
や
交
わ
り
が
あ
り
ま
し

た
。
59
年
の
生
涯
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
6
人
と
の
関
わ
り
を
紹
介
し
ま
し
た
。

手
帳
・
カ
レ
ン
ダ
ー

﹁
2
0
2
2
標
語
カ
レ
ン
ダ
ー

今
日
の
道
し
る
べ
﹂

31
日
分
の
標
語
と
３
行
の
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
、純
粋
倫
理
の
学

び
と
日
々
の
実
践
を
明
確
に
表
し
ま
し
た
。

販
売
部
数

12
万
9
6
7
6
部

﹁
実
践
手
帳
2
0
2
3
﹂

「
ブ
ル
ー
」
と
「
ピ
ン
ク
」（
表
紙
デ
ザ

イ
ン
は
変
更
）
を
発
売
。
週
間
予
定
の
上

部
に
は
、
既
刊
書
籍
か
ら
選
出
し
た
倫
理

の
言
葉
を
掲
載
し
ま
し
た
。

販
売
部
数

8
1
3
5
部
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組織概要
名　称　　一般社団法人倫理研究所
英文名称　RINRI Institute of Ethics
理事長　　丸山敏秋
副理事長　前川朋廣
常任理事　鈴江 章／和田 毅
理　事　　10名
監　事　　2名
職　員　　135名　
所在地　　〒102-8561
　　　　　東京都千代田区紀尾井町4-5
　　　　　TEL 03-3264-2251　FAX 03-3239-7431
創　立　　1945年9月3日（倫理運動創始の日）
　　　　　1948年10月30日に社団法人設立許可
　　　　　2013年9月2日に一般社団法人へ移行
目　的　　倫理の研究並びに実践普及により、生活の
　　　　　改善、道義の昂揚、文化の発展を図り、
　　　　　もって民族の繁栄と人類の平和に資する。
事　業　　1.社会教育事業
　　　　　2.研究事業
　　　　　3. 出版・広報事業
　　　　　4.文化事業
　　　　　5. 地球倫理推進事業
ホームページ https://www.rinri-jpn.or.jp

組
織
概
要

会員の構成
会員は倫理研究所の趣旨に賛同し、
倫理運動に参加する意志のある個人と法
人によって構成されています。個人会員
の組織を「家庭倫理の会」、法人会員の
組織を「倫理法人会」と称します。ほか
に文化芸術活動を行なう「秋津書道会」
「しきなみ短歌会」があります。

会員数（公称/2022年9月1日現在）

家庭倫理の会 120,000 名
倫理法人会 70,000 社
秋津書道会 3,900 名
しきなみ短歌会 5,500 名

会費（月額）

個人 500 円
賛助 1,000 円
協賛 3,000 円
特別賛助 10,000 円
法人 10,000 円（１口）

秋津 会員  1,500 円
　〃　　（ジュニア会員） 800 円
しきなみ 会員 1,000 円
　〃　　（ジュニア会員） 500 円

創始者・丸山敏雄
1892（明治 25）年５月５日、福岡県豊前市生まれ。広島高等師範学校を卒業し、師範学校などの教諭
として奉職。37 歳で広島文理科大学に入学。日本の精神文化、歴史を探究するとともに、書道や短歌な
ど芸術分野でも研鑽を積む。1938（昭和13）年に「秋津書道院」、1946（昭和 21）年に「しきなみ短歌
会」を創設。さらに、長年にわたる宗教や道徳などの研究を土台に、自らの実践、体験を積み上げながら、
「人間生活のすじみち」を研究し続け、それを純粋倫理と名づけた。その後、数多くの論文を発表しなが
ら純粋倫理を体系づけることに力を注ぐ。
1945（昭和 20）年に倫理運動を興し、翌年、「新
世文化研究所」（現・倫理研究所）を創立。自ら陣頭
に立ち、一人でも多くの人に純粋倫理を伝えるべく、教
育や講演、研究、執筆に身命を賭す。『万人幸福の栞』
『無痛安産の書』『人類の朝光』など著書多数。
1951（昭和 26）年12月14日逝去。

丸山敏雄ウェブ　https://founder.rinri-jpn.or.jp

24組織概要
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都道府県別拠点数（2022年9月1日現在）
日本全国に185の家庭倫理の会があります。

都道府県別拠点数（2022年9月1日現在）
日本全国に725の倫理法人会があります。
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主要施設

倫理研究所（本部）
倫理運動推進の本部として、研究・普及・教育・企画・出版・広報
などの各種業務を行なっています。
〒 102-8561　東京都千代田区紀尾井町 4-5

紀尾井清堂
倫理運動創始75周年を記念して令和2年に竣工。本部の真向
かいに位置し、展示室やホールを備えています。
〒 102-0094　東京都千代田区紀尾井町 3-1

倫理資料館
創始者の遺品・遺墨、倫理・道徳に関する専門図書のほか、倫
理運動史料や記録などの蒐集・保存整理を行なっています。
〒 180-0022　東京都武蔵野市境 5-6-25

天和会館
倫理運動の創始者・丸山敏雄の生家（2006 年復元）に隣接した
会館。主に倫理研究所の研修施設として活用されています。
〒 828-0081　福岡県豊前市大字天和 392-1

富士高原研修所
純粋倫理の理論的・実践的学習の場として、小学生から成人を
対象にした各種セミナーを行なっています。敷地内には他に、富
士倫理学苑・富士万葉植物園・丸山敏雄記念館があります。
〒 412-0008　静岡県御殿場市印野 1383-9
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倫理会館
岐阜倫理会館
〒 501-0234 岐阜県瑞穂市牛牧 1496-1

大阪倫理会館
〒 534-0025 大阪府大阪市都島区片町 1-7-20

加古川倫理会館
〒 675-0055 兵庫県加古川市東神吉町西井ノ口 642-1

広島倫理会館
〒 733-0012 広島県広島市西区中広町 3-24-16

大牟田倫理会館
〒 836-0006 福岡県大牟田市大黒町 1-29-1

京都倫理会館
〒 605-0907 京都府京都市東山区川端五条下ル西橘町 470

神戸倫理会館
〒 658-0084 兵庫県神戸市東灘区甲南町 4-14-16

龍野倫理会館
〒 679-4167 兵庫県たつの市龍野町富永 410-1

北九州倫理会館
〒 802-0077 福岡県北九州市小倉北区馬借 2-7-28

鹿児島倫理会館
〒 890-0064 鹿児島県鹿児島市鴨池新町 21-2

沿 革
1945 年
1946 年

1947 年

1948 年
1949 年
1951 年

1952 年
1953 年
1958 年

1966 年
1967 年
1968 年
1973 年
1980 年
1984 年
1985 年

1986 年
1987 年
1989 年
1990 年
1991 年
1995 年

1996 年
1997 年

1998 年

丸山敏雄、論文「夫婦道」起稿。倫理運動を創始。
新世文化研究所設立（初代所長、丸山敏雄）。
短歌誌『しきなみ』創刊。
新世会設立。翌年、社団法人の許可を受ける。月刊
誌『文化と家庭』創刊（1949年『新世』へ改題）。
「新世会」が社団法人の許可を受ける。
「朝の集い」開始（上野、神田、銀座、市川）。
新世会を倫理研究所と改称。丸山敏雄逝去。
丸山竹秋、理事長に就任。
月刊誌『倫理』創刊。
月刊誌『秋津書道』創刊。
『10分間の教養集』創刊（1976年創刊の『職場の
教養』の前身）。
富士高原研修所竣工。
中日支所設立、支所体制がスタート。
初の全国青年弁論大会開催。
アメリカ・ロサンゼルスに拠点開設。
千葉県に第1号の倫理法人会発足。
天和会館（丸山敏雄生誕地記念館）落成。
丸山竹秋が「地球倫理の推進」を提唱（創立40周年
記念大会にて）。
中華民国（台湾・台中市）に拠点開設。
第1回日中実践倫理学討論会開催。
丸山竹秋、藍綬褒章受章、社会教育功労者表彰。
倫理法人会1万社達成記念大会開催。
年刊誌『倫理研究所紀要』創刊。
丸山竹秋が地球倫理推進の運動方針「アジアのタグ
ボート」を発表（創立50周年記念大会にて）。
丸山敏秋、理事長に就任。
第1回地球倫理フォーラム（「まなびピア新潟」協賛）
開催。
第1回地球倫理推進賞贈呈式開催。倫理資料館竣
工。

創立55周年記念中国クブチ沙漠「地球倫理の森」創
成事業スタート。丸山竹秋逝去。
ブラジル・サンパウロに拠点開設。
新富士高原研修所グランドオープン。
個人会員組織を「支所」から「家庭倫理の会」に改称。
「朝の集い」を「おはよう倫理塾」に改称。
第1回しきなみ子供短歌コンクール表彰式開催。
創始者生家（復元）竣工。
倫理法人会５万社達成記念大会開催。
「地球倫理の森」創成10周年記念大会開催。丸山
竹秋没後10年記念大会を開催。
日中実践倫理学討論会2010開催。
富士教育センターオープン45周年記念式典開催。
グランドデザイン完成。
創始者生誕120年記念式典開催。
一般社団法人へ移行。
「地球倫理の森」創成15周年記念式典開催。
長年の沙漠緑化活動が「第６回中国環境発展要人
フォーラム」で表彰される。
「地球倫理の森ウランブハ」創成事業スタート。創立
70周年記念全国青年弁論大会開催。
倫理法人会全国代表者大会開催。台湾に亜細亜台
湾企業倫理促進会設立。本部移転。南カリフォルニ
ア倫理法人会設立。富士教育センター開設50周年
記念式典開催。
オレンジカウンティ倫理法人会設立。
サンパウロ倫理法人会設立。
カリフォルニア州倫理法人会設立。
全国青年フォーラム2019開催。「地球倫理の森」創
成20周年記念式典開催。カンピーナス倫理法人会
設立。
創始75周年記念事業として建設を進めていた紀尾井
清堂が竣工。
紀尾井清堂にて「奇跡の一本松の根」展開催。

1999 年

2000 年
2001�年
2005 年

2006 年

2007 年
2009 年

2010 年
2011 年

2012 年
2013 年
2014 年

2015 年

2016 年

2017 年

2018 年
2019 年

2020 年

2022 年



〒 102-8561 東京都千代田区紀尾井町 4-5　TEL 03-3264-2251
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